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　生薬やハーブなどの植物の作り出す化合物である二次代
謝物は、医薬品・香料・食品分野において高い利用価値を持
ち、多くの産業にとって必要不可欠である。しかし、栽培環境
の変化によって、品質や収量が安定しないことが世界中で
の課題となっている。報告者は、植物の根部に環境負荷が
低く、かつ安価である薬剤を処理することで、植物地上部で
の二次代謝物の量や成分比が増加（変化）する基礎特許
を有している。しかし、現在は根部への散布法に限定されて
おり、シソのような密生栽培を行う作物種では葉面への散布
によっても同様の効果が求められる。本研究は、北見市内で
栽培されている香料用のシソを対象に技術を確立する。

増加の効果があることが確認された。
　さらに、葉面へのダメージも散布２日後に確認を行い、本
施用濃度においては植物体へ不可逆な傷害がなかった。
今回はスケールアップに向けた実証のために、実際に乾燥
シソ葉の水蒸気蒸留を行い、薬剤処理の有無によって得ら
れる精油量の変化をマイクローミリリットルオーダーで確認を
行なった。結果、約５０グラムの乾燥葉から得られるシソ精油
が、根への薬剤処理により約１．７５倍、今回提案の葉面散
布によっては約２．７倍の増加が確認された。この結果から、
脂肪酸の葉面散布により既存のシソ栽培において精油収
量の増産がGCデータのみならず具体的に期待できる事が
示唆された。

②葉面散布における散布量や頻度の確定
　サンプリングする植物量をスケールアップするため、実施
は２０２５年８月下旬に北見市内のシソ農場の一角で実施し
た。今回は、散布量や散布頻度の探索までは行うことが出
来なかったが、約２５平方メートルのシソ栽培エリアを４つの
区画に分けて、未処理区、溶媒のみ（水）、２つの異なる濃
度の脂肪酸Ａ、を散布しＧＣ−ＭＳによる分析比較を行った。
結果、溶媒のみの処理と比較して統計的に有意な差を得る
ことは出来なかったが、傾向としては薬剤処理により増加が
見られた。脂肪酸濃度１では葉への明からなダメージは散
布２日後には確認されなかった一方、脂肪酸濃度２の処理
では葉に障害が生じていたことから、今回、適切な施用濃度
を見積もることができた。実験室や大学圃場でのシソは実際
の農業レベルにおいてのシソ葉より小さく、少量で十分葉表
面に薬剤を展開することができる。一方、圃場での散布の際
はハンドスプレー程度の散布量（約２００ mL）では効果を発
揮するために不足していたものと考えられる。
　今回、農場レベルでのシソへの薬剤散布は散布時期より
も散布量が必要であることが明らかとなった。

①シソ精油の収量を増加させる薬剤の選定
　本研究では、葉の水分状態を変化させることが、薬剤処
理による代謝誘導のカギになると考えており、そのためには、
葉の気孔閉鎖を誘導する薬剤の選定が必要となる。
　先行研究で、不飽和脂肪酸が植物葉への直接散布
により気孔の閉鎖を促すことが知られている(Lee et a l . 
Cellular Signal. 1994)。これら物質は環境負荷が低く、安
価で入手が容易である。本研究ではこれら脂肪酸の水溶液
について、葉面処理によるシソ精油増加効果を試験し、有効
な薬剤の選定を行った。
②葉面散布における散布量や頻度の確定
　薬剤の効果を最大限引き出すためには、処理濃度、頻度、
処理のタイミングの最適化が必須である。本研究では以下
の手順でシソ農場において条件検討を行った。
 ・ 葉精油成分のヘッドスペース固相抽出法、GC-MSによる

二次代謝物分析
 ・ 処理後の葉を用いた水蒸気蒸留による精油量の計量

①シソ精油の収量を増加させる薬剤の選定
　本実験においては脂肪酸Ａと脂肪酸Ｂを処理に用いた。
ＡとＢは鎖長の炭素数が異なる。北見工業大学内の圃場
において、先行研究の根部への処理と葉面散布の比較
を行った。５月に播種した香料用シソへの処理の結果、脂
肪酸Ｂの場合に葉に含まれるリモネンは未処理区に比較し
て１．５倍の増加（GCピーク面積比較）が確認された。シソ精
油の主要成分であるペリルアルデヒドは脂肪酸Ａ、Ｂどちら
の処理によっても１．２倍の増加が検出された。本検証におい
て根への散布のみならずに、葉面散布においても精油成分
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図、グラフは左から、未処理、水、脂肪酸濃度１、脂肪酸濃度２。
実際に処理を実施する様子。
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　本研究で実施した植物二次代謝物を増加させる薬剤
（バイオスティミュラント剤）は、普遍的な植物の応答を利
用しているが、対象とする植物種によって処理方法を最適
化する必要がある。今回、香料用のシソにおいて葉面散
布法で散布する薬剤の特定と、量などの基礎データを取
得した。本基礎データを用いて、シソ以外の植物栽培で、
葉面散布が適したハーブや生薬、医薬品原料作物に対
する成分増加を目標とした実用化を行う。

今後の展望


